
 

 

学校番号 205 

平成 31年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学Ⅲ 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 「改訂版 最新 数学Ⅲ」 （数研出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業では、みずから考え、与えられた課題を解決する方法を見つける工夫をする。周りの人と相談・

議論しながら、よりよい方法を見つけていってもらいたい。ひとつの問題を多角的な方向から考え

ることができ、本質を見抜く力を身につけてほしい。授業用ノートは、自分独自のものになるよう

工夫してほしい。 

 

２ 学習の到達目標 

複素数平面、平面上の曲線、関数、極限、微分法および積分法についての理解を深める。知識の習

得と技能の習熟を図り、数学的な思考力・表現力・応用力を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

複素数平面、平面上の

曲線、極限、微分法お

よび積分法の理解を

深め、興味・関心をも

たせ、学習意欲を高め

る。 

事象を数学的に考察

し表現したり、思考を

深め、多角的・多面的

に考えたりすること

ができる。 

事象を数学的に表

現・処理する仕方や

推論、議論の方法な

どの技能を身につけ

ている。 

複素数平面、平面上

の曲線、極限、微分

法および積分法にお

ける基本的な原理、

考え方を理解し、知

識、論理力を身につ

けている。 

評
価
方
法 

確認テスト 

単元テスト 

ノート提出 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ノート提出 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ノート提出 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

学 

期 

一
学
期
（中
間
） 

一
学
期
（中
間
） 

一
学
期
（中
間
） 

一
学
期
（中
間
） 

一
学
期
（中
間
） 

一
学
期
（中
間
） 

一
学
期
（中
間
） 

一
学
期
（中
間
） 

一
学
期
（中
間
） 

一
学
期
（中
間
） 

一
学
期
（中
間
） 

一
学
期
（中
間
） 

一
学
期
（期
末
） 

一
学
期
（期
末
） 

一
学
期
（期
末
） 

一
学
期
（期
末
） 

一
学
期
（期
末
） 

一
学
期
（期
末
） 

一
学
期
（期
末
） 

複
素
数
平
面 

複
素
数
平
面 

複
素
数
平
面 

複
素
数
平
面 

複
素
数
平
面 

１．複素数平面 
○ ○ ○ ○ 

a: 複素数平面を用いて、複素

数を図形的に表現できるこ

と、複素数が絶対値と偏角

を用いて表されることによ

り、図形への応用について

興味・関心をもつ。 

b: 複素数の加法・減法は平行

移動を表していること、複

素数の乗法・除法は回転移

動および拡大・縮小を表し

ていることを理解してい

る。 

c: 複素数の加法・減法・乗法・

除法について、図形的な意

味を理解しながら計算し、

求めることができる。 

d: 複素数 z が満たす方程式を

図形として考察することが

できる。また、ド・モアブ

ルの定理を理解し、1 の n

乗根などを図形的に理解

し、求めることができる。 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ノート提出 

観察等 
２．複素数の和と差 

○  ○ ○ 

３．複素数の極形式 
○ ○ ○ ○ 

４．ド・モアブルの定理 
○  ○ ○ 

５．複素数と平面図形 
○ ○ ○ ○ 

式
と
曲
線 

式
と
曲
線 

式
と
曲
線 

式
と
曲
線 

式
と
曲
線 

式
と
曲
線 

式
と
曲
線 

式
と
曲
線 

１．放物線 
○ ○ ○ ○ 

a: 平面上の点を表すのにいろ

いろな座標系があることに

興味・関心をもつ。曲線の

方程式の媒介変数表示や極

方程式にも興味・関心をも

ち、その式がどのような曲

線であるかを調べ、図形的

なイメージができるように

する。 

b: 数学Ⅱで学習した軌跡の考

え方を利用して、２次曲線

の方程式を導くことができ

る。軌跡の考え方を基礎と

して、２次曲線を媒介変数

を用いて表したり、極方程

式で表すことができる。 

c: 円、放物線、楕円、双曲線

の２次方程式や媒介変数表

示、極方程式で表された曲

線の概形を描くことができ

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ノート提出 

観察等 ２．楕円 

 

 

 

○ ○ ○ ○ 

３．双曲線 

 

 

 

○ ○ ○ ○ 

４．2 次曲線の平行移動 

 

 

 

○ ○ ○ ○ 

５．2 次曲線と直線 

 

 

 

○ ○  ○ 



６．曲線の媒介変数表示 

 

 

 

○ ○ ○ ○ 
る。 

d: 与えられた２次曲線の方程

式や媒介変数表示、極方程

式から、図形的なイメージ

をもって、曲線の概形を描

くことができる。 

 

７．極座標と極方程式 

 

 

 

○  ○ ○ 

８．コンピュータといろいろな

曲線 

 

 

 

○  ○ ○ 

関
数 

関
数 

関
数 

１．分数関数 
○ ○ ○ ○ 

a: 分数関数、無理関数の表記

について、グラフの平行移

動とともに理解している。

逆関数、合成関数の考え方

にも理解を深め、興味・関

心をもてるようにする。 

b: 今まで学習してきた共有点

の考え方を基礎に、分数関

数や無理関数のグラフと直

線の共有点の座標を、連立

方程式の実数解に読み替え

て考察することができる。 

c: 分数関数、無理関数の定義

を理解し、そのグラフをか

くことができる。逆関数、

合成関数の意味を理解し、

求めることができる。 

d: 分数関数、無理関数のグラ

フと直線の共有点の座標を

図形的なイメージをもっ

て、求めることができる。

逆関数、合成関数の定義を

理解し、種々の関数の逆関

数、合成関数を求めること

ができる。 

 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ノート提出 

観察等 

２．無理関数 
○ ○ ○ ○ 

３．逆関数と合成関数 
○  ○ ○ 

数
列
の
極
限 

数
列
の
極
限 

数
列
の
極
限 

数
列
の
極
限 

１．数列の極限 
○ ○  ○ 

a: 簡単な無限数列の極限を、

グラフなどで直観的に考察

しようとする。「項を無限

に加える」とはどういうこ

とかについて理解を深め、

興味・関心をもてるように

する。 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ノート提出 

観察等 



２．極限の計算 
  ○ ○ 

b: 無限数列の収束、発散につ

いて理解を深め、記号を正

しく扱えるようにする。無

限等比数列の性質を利用し

て、無限級数を考察するこ

とができる。 

c: 無限等比数列の収束条件を

理解し、それを利用するこ

とができる。無限級数とは、

部分和の作る数列の極限で

あることを理解し、求める

ことができる。 

d: 無限数列の収束、発散に関

する用語の意味を理解し、

数学的な無限についての考

えを深める。無限等比級数

の考えを用いて、循環小数

を分数で表すことができ

る。 

 

３．無限等比数列 
 ○ ○ ○ 

４．無限級数 
○ ○ ○ ○ 

２ 

学 

期 

一
学
期
（期
末
）二
学
期
（中
間
） 

一
学
期
（期
末
）二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（中
間
） 

二
学
期
（期
末
） 

二
学
期
（期
末
） 

二
学
期
（期
末
） 

二
学
期
（期
末
） 

二
学
期
（期
末
） 

関
数
の
極
限 

関
数
の
極
限 

関
数
の
極
限 

５．関数の極限 
○ ○ ○ ○ 

a: 簡単な関数の極限を、グラ

フなどで直観的に考察しよ

うとする。いろいろな関数

の極限にも興味・関心をも

つ。 

b: 関数の極限について、数列

の極限における考え方との

類似点と相違点を理解し

て、直観的にイメージがで

きる。 

c: 定義に基づいて、様々な関

数の連続性、不連続性を判

定することができる。 

d: 関数の極限に関する用語・

記号を正しく理解してい

る。中間値の定理の意味を

理解し、それを利用して方

程式の実数解の存在を示す

ことができる。 

 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ノート提出 

観察等 

６．いろいろな関数の極限 
  ○ ○ 

７．関数の連続性 
 ○ ○ ○ 

微
分
法 

微
分
法 

微
分
法 

微
分
法 

微
分
法 

微
分
法 

微
分
法 

微
分
法 

微
分
法 

１．微分係数と導関数 
○ ○ ○ ○ 

a: 微分係数の図形的意味を考

察し、導関数との相違点を

より深く理解しようとす

る。 

b: 微分係数の表し方を理解

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ノート提出 

観察等 

２．積・商の導関数 
 ○  ○ 



３．合成関数と逆関数の微分

法 
 ○  ○ 

し、その図形的意味を考察

することができる。導関数

を、微分係数から得られる

新しい関数として理解して

いる。 

c: 微分可能性と連続性の関係

を理解し、関数が微分可能

であるか、ないかを示すこ

とができる。 

d: 三角関数、指数関数、対数

関数など、いろいろな導関

数を理解し、それらの関数

の導関数を求めることがで

きる。  

 

４．三角関数の導関数 
○ ○  ○ 

５．指数関数の導関数 
○ ○  ○ 

６．対数関数の導関数 
 ○  ○ 

７．第ｎ次導関数 
 ○  ○ 

８．ｘ、ｙの方程式で定められ

る関数の導関数 
○ ○  ○ 

９．媒介変数で表された関数

の導関数 
○ ○ ○ ○ 

微
分
法
の
応
用 

微
分
法
の
応
用 

微
分
法
の
応
用 

微
分
法
の
応
用 

微
分
法
の
応
用 

微
分
法
の
応
用 

微
分
法
の
応
用 

微
分
法
の
応
用 

１．接線の方程式 
○  ○ ○ 

a: 平均値の定理に興味をも

ち、図形的意味を考察しよ

うとする。関数のグラフの

理解を深め、不等式の証明

や速度などへの応用に興

味・関心を示す。 

b: 平均値の定理を利用して導

関数の符号と関数の増減の

関係を証明する方法を理解

し、関数のグラフについて

も理解をより深める。 

c: 導関数、第 2 次導関数を利

用して、増減，凹凸、変曲

点、漸近線などを調べて関

数のグラフをより詳しくか

くことができる。 

d: 導関数の符号と関数の増減

の関係をより深く理解し、

導関数を利用して関数の増

減、凹凸、変曲点を図形的

なイメージをもって調べる

ことができる。 

 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ノート提出 

観察等 
２．平均値の定理 

○ ○  ○ 

３．関数の増減 
○  ○ ○ 

４．関数の極大・極小 
○ ○ ○ ○ 

５．関数の最大・最小 
○  ○ ○ 

６．関数のグラフ 
○  ○ ○ 

７．方程式、不等式への応用 
○ ○  ○ 

８．速度と加速度 
○ ○  ○ 



不
定
積
分 

不
定
積
分 

不
定
積
分 

１．不定積分とその基本性質 
○ ○  ○ 

a: 簡単に不定積分の計算がで

きないとき、置換積分法や

部分積分法の意味を理解

し、利用しようとする。 

b: 積分法が微分法の逆演算で

あることを理解し、数学的

な思考を深める。 

c: 様々な工夫によって被積分

関数を変形することで、不

定積分を求めることができ

る。 

d: 置換積分法や部分積分法の

基本的な考え方を理解し、

それを利用して複雑な関数

の不定積分を求める計算力

を身につけている。 

 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ノート提出 

観察等 

２．置換積分法と部分積分法 
○  ○ ○ 

３．いろいろな関数の不定積

分 
○ ○ ○ ○ 

３ 

学 

期 

二
学
期
（期
末
）三
学
期 

二
学
期
（期
末
）三
学
期 

三
学
期 

三
学
期 

三
学
期 

三
学
期 

定
積
分 

定
積
分 

定
積
分 

４．定積分とその基本性質 
○ ○  ○ 

a: 置換積分法や部分積分法を

用いて、複雑な関数の定積

分を求められることで、い

ろいろと応用できることに

興味・関心を示す。 

b: 曲線で囲まれた部分の面積

を、微小な長方形の面積の

和の極限として捉えること

ができる。  

c: 定積分の置換積分法では、

積分区間の変換に注意して

定積分を計算し、求めるこ

とができる。 

d: 定積分の定義や性質を理解

し、それを利用する種々の

関数の定積分の計算方法を

理解し、計算力・論理力を

身につけている。 

 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ノート提出 

観察等 

５．定積分の置換積分法と部

分積分法 
○  ○ ○ 

６．定積分と極限・不等式 
○ ○ ○ ○ 

積
分
法
の
応
用 

積
分
法
の
応
用 

積
分
法
の
応
用 

積
分
法
の
応
用 

７．面積 
○  ○ ○ 

a: 直線や曲線で囲まれた部分

の面積や回転体の体積を、

定積分を用いて求めようと

する。 

b: 定積分が、図形の計量に関

して有用であることを理解

し、意義を認識している。 

c: グラフの上下関係、積分範

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ノート提出 

観察等 ８．体積 
○  ○ ○ 



９．速度と道のり 
○ ○  ○ 

囲などを図にかいて、種々

の曲線で囲まれた部分の面

積を求めることができる。 

d: 直線や曲線で囲まれた部分

の面積や回転体の体積を求

めたり、道のりや曲線の長

さを求めたりする方法を理

解し、求めることができる。 

 

１０．曲線の長さ 

 
○ ○  ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


